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●主な内容
・市議会議員一般選挙について　･･･p. ２・３

・財政状況をお知らせします　　･･･p. ４・５

・税務課からのお知らせ　　　　･･･p. ６・７

・市内の出来事　　　　　　  　･･･p.12 ～ 17

・学校紹介（谷和原中学校）    ･･･p.28　など

平成19年　師走

12
No.21

つくばみらい広
報

12月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口42,799人（＋105）　男21,411人（＋59）　女21,388人（＋46）・世帯数14,447世帯（＋65）

☆文化の祭典が開催される

　11月３日・４日、きらくやまふれ
あいの丘と谷和原公民館において、
「第２回つくばみらい市文化祭」が
開催されました。
　市内86の文化団体がそれぞれの作
品展示や舞台発表を行いました。
　訪れた人たちは作品・舞台に見入っ
たり、拍手を送ったりと、芸術の秋
にふさわしい催しとなりました。
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つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
平
成
20
年
１
月
27
日
㈰
に
告

示
さ
れ
、
平
成
20
年
２
月
３
日
㈰
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
議
会
議
員
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法

律
第
７
条
の
規
定
に
よ
る
在
任
特
例
を
適
用
し
、
平
成
20
年
２
月
29
日
ま

で
の
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
選
挙
は
、
そ
の
在
任
期
間
の
満
了

に
伴
い
行
わ
れ
る
も
の
で
、
選
挙
す
べ
き
定
数
は
20
人
で
す
。

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
と
し
て
初
め
て
の
市
議
会
議
員
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙

で
す
。あ
な
た
の
１
票
を
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
、

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
日

▼
日
時
＝
平
成
20
年
２
月
３
日
㈰　

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　

投
票
日
に
は
必
ず
投
票
所
入
場
券

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
か
な
い
と
き
や
、
万

が
一
入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合

は
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明

で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

を
提
示
の
上
、
投
票
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
資
格

　

こ
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、

平
成
20
年
１
月
26
日
現
在
で
調
製
す

る
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
、
投
票
日
当
日
ま
で
有

効
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
す
。

○
昭
和
63
年
２
月
４
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
方

○
３
か
月
以
上
つ
く
ば
み
ら
い
市
内

●
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

　

市
外
に
滞
在
・
旅
行
中
の
方
は
、

滞
在
・
旅
行
先
の
市
区
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
投

票
用
紙
は
滞
在
先
へ
郵
送
い
た
し
ま

す
。

　

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し
た

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に

入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
こ

で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
病
院
・
施
設
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

　

身
体
の
故
障
や
字
が
書
け
な
い
な

ど
の
理
由
で
、
投
票
用
紙
に
自
署
で

き
な
い
方
は
、
投
票
所
の
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
係
員
が
秘
密

を
厳
守
し
投
票
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

郵
便
投
票
制
度

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た

め
、
投
票
所
に
行
っ
て
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
に
は
、
自
宅
か
ら

郵
便
で
投
票
で
き
る
郵
便
投
票
制
度

が
あ
り
ま
す
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手

　

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、

　

そ
の
障
害
の
程
度
が
法
定
要
件
を

　

満
た
し
て
い
る
方
（
両
下
肢
、
内

　

臓
機
能
、
移
動
機
能
の
障
害
の
程

　

に
住
所
を
有
す
る
方
（
平
成
19
年

　

10
月
26
日
ま
で
に
転
入
手
続
き
を

　

し
た
方
）

期
日
前
投
票
と
不
在
者
投
票

　

投
票
日
に
、
投
票
所
へ
行
っ
て
投

票
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
期
日
前

投
票
制
度
と
不
在
者
投
票
制
度
が
あ

り
ま
す
。

●
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人

　

投
票
日
に
、
仕
事
・
旅
行
な
ど
の

予
定
が
あ
る
方
は
、
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。

▼
期
間
＝
平
成
20
年
１
月
28
日
㈪
～

　

２
月
２
日
㈯

▼
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　

８
時
ま
で

▼
場
所

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
役
所
伊
奈
庁
舎

　

１
階
ロ
ビ
ー

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
役
所
谷
和
原
庁

　

舎
１
階
相
談
室

※
投
票
す
る
際
は
、
投
票
所
入
場
券

　

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

～みんなのみらい　みんなの一票で～

　

郵
便
に
よ
る
投
票
を
行
う
に
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
が
発
行
す
る

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
発
行
手
続

き
は
、
手
帳
な
ど
証
明
す
る
も
の
を

お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
代
理
の
方
で

も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
時
間

を
要
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
交
付
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
投
票
が
で
き
る
方
の

う
ち
、
自
ら
投
票
の
記
載
が
で
き
な

い
方
と
し
て
定
め
ら
れ
た
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
た
方

（
選
挙
権
を
有
す
る
者
）
に
投
票
に

関
す
る
記
載
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

選
挙
の
際
は
、「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」
を
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
提

示
（
代
理
人
・
郵
送
も
可
）
し
、
投

票
用
紙
の
請
求
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
投
票
用
紙
の
請
求
期
限
は

平
成
20
年
１
月
30
日
㈬
ま
で
で
す
。

　

度
が
１
級
ま
た
は
２
級
な
ど
）

○
介
護
保
険
の
要
介
護
５
に
認
定
さ

　

れ
て
い
る
方

※
詳
し
く
は
３
ペ
ー
ジ
の
表
１
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。
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選
挙
公
報

　

候
補
者
の
経
歴
や
政
見
な
ど
を
掲

載
し
た
選
挙
公
報
は
、
平
成
20
年
２

月
１
日
㈮
ま
で
に
新
聞
折
込
で
各
世

帯
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

市
役
所
各
庁
舎
な
ど
の
公
共
施
設
に

も
用
意
し
ま
す
。

選
挙
会
（
開
票
）

▼
日
時
＝
平
成
20
年
２
月
３
日
㈰　

　

午
後
９
時
か
ら

▼
場
所
＝
伊
奈
公
民
館

☆
投
票
所
は
、
広
報
１
月
号
で
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。

◆問い合わせ先
　市選挙管理委員会
　（伊奈庁舎総務課内）
☎ 58 - 2111（内線1215）

パートナーと、よりよい未
あ し た

来を築くために
◇平成19年度　つくばみらい市第２回男女共同参画講演会◇

自分さえガマンすればいいの？
～ＤＶ被害実態の理解と支援の実際～

　　　　●講師：平
ひらかわ

川 　和
か ず こ

子 氏　(東京フェミニストセラピィセンター所長)　　　　　
　　　　●日時：平成20年１月20日㈰　午後１時20分～３時30分　※開場：午後１時
　　　　●場所：谷和原公民館　（午後１時30分～ビデオ上映「根絶！夫からの暴力」２時～講演）　

◆問い合わせ先
伊奈庁舎秘書広聴課　☎ 58 - 2111（内線1201 ～ 1203）
e-mail： h01-koutyou@city.tsukubamirai.lg.jp

講師プロフィール
　お茶の水女子大学大学院卒業後、慶応義塾大学付属病院小児科心理室などを経て、１９９１年より現職。

１９８０年よりフェミニストセラピーにかかわる。１９９４年より精神科クリニック・デイケアでトラウマ被害女

性たちのグループセラピーを始め、１９９７年ＤＶ被害女性と子どものための緊急一時避難所シェルターを開設。

公職・役職
内閣府男女共同参画会議　女性に対する暴力に関する専門調査会委員

東京都・千葉県・埼玉県などのＤＶ専門相談員のスーパーバイザー

ＤＶってなあに？
　「ドメスティック・バイオレンス」の略。配偶者や恋人などの身近な立場の者から受ける、様々
な暴力行為。肉体的暴力だけでなく、言葉の暴力、性的暴力、社会的暴力（交友の制限など）、
物の破壊、経済的暴力（お金を渡さない）なども含めて考えます。

●みなさんのご参加をお待ちしています！
　入場無料です。

表１　郵便投票制度を利用できる方 

手帳など 障害名など 等級など

身体障害者手帳

肢体不自由（両下肢・体幹・
移動機能）

１級・２級

内部疾患（心臓・腎臓・呼
吸器・ぼうこう・直腸・小腸）

１級・３級

戦傷病者手帳

免疫機能障害 １級～３級

肢体不自由（両下肢・体幹）
特定事項
～第２項症

内部疾患（心臓・腎臓・呼
吸器・ぼうこう・直腸・小腸）

特別事項
～第３項症

介護保険被保険者証 要介護状態区分が要介護５

※上肢または視覚障害が１級・特別項症から第２項症の方は、

　申請により代理人記載ができます。それ以外の方は、代理記

　載できません。
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市
で
は
、
市
の
財
政
状
況
を
今
ま
で
と
異
な
っ
た
視
点
か
ら
と
ら
え
る

た
め
に
企
業
が
取
り
入
れ
て
い
る
発
生
主
義
会
計
の
見
地
に
立
っ
た
「
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
と
「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
の
財
産
や
借
入
金
な
ど
財
務
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
た
も
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

（
市
有
財
産
・
負
債
の
状
況
）

　

市
が
こ
れ
ま
で
に
整
備
し
て
き
た

公
共
施
設
や
、
基
金
な
ど
市
の
資
産

は
ど
の
く
ら
い
か
？
施
設
整
備
な
ど

の
た
め
に
使
わ
れ
た
税
や
こ
れ
か
ら

の
負
担
と
な
る
借
入
金
な
ど
の
債
務

は
ど
の
く
ら
い
か
？
こ
れ
ら
資
産
と

負
債
の
状
況
を
示
す
た
め
の
報
告
書

が
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）

で
す
。

　

市
の
有
形
固
定
資
産
、
投
資
な

ど
、
流
動
資
産
を
加
え
た
総
資
産

は
約
４
４
４
億
５
千
３
０
０
万

円
で
、
市
民
一
人
あ
た
り
に
換

算
す
る
と
約
１
０
６
万
３
千
円

に
な
り
ま
す
。
負
債
総
額
は
約

１
６
８
億
円
で
、
正
味
資
産
は
、
約

２
７
６
億
５
千
３
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
正
味
資
産
構

成
比
率
は
（
企
業
で
い
う
と
こ
ろ
の

自
己
資
本
比
率
）
62
・
２
％
と
な
り

ま
す
。

借　方
【資産の部】
１有形固定資産
２投資等
３流動資産

市全体(単位：千円) 市民一人あたり(単位：円)
35,584,838
6,804,448
2,063,473

851,292
162,782
49,364

資産合算 44,452,759 1,063,438

貸　方　
【負債の部】

１固定負債

２流動負債

市全体

(単位：千円)

市民一人あたり

(単位：円)
15,638,022

1,162,217

374,106

27,804
負債合計 16,800,239 401,910

【正味資産の部】

１国庫支出金

２県支出金

３一般財源等

4,341,380

1,067,576

22,243,564

103,858

25,539

532,130
正味資産合計 27,652,520 661,528

負債・正味資産合計 44,452,759 1,063,438

借　方（資金をどんな資産に

替えたのか）

貸　方（資金をどこから調達

したか）

資 産
＜市民の財産＞

将来世代に残る財産や権利
などの金額

負 債
＜将来の市民負担＞

将来世代がこれから負担
しなければならない金額

正味資産
＜今までの市民負担＞

今までの世代が負担した金額

[バランスシートとは？ ]
左の図がバランスシートの大まか

な形です。左側が「資産」といい、

「資産」には土地・建物、現金・

預金、出資金などがあります。右

側は「負債」「正味資産」といい

ます。「負債」には、市の借金など

があります。「正味資産」は、国・

県の補助金や税金などです。

平成18年度　バランスシート（普通会計）

※普通会計とは一般会計に市営分譲住宅特別会計を加えたものです。

債務負担行為にかかる補償等

　　　　　　　　　　　　　　　　　市全体　   市民一人あたり

①物件の購入等にかかるもの　　　　　0千円　　　　　  　0円

②債務保証及び損失補償にかかるもの　0千円 　　　 　　　0円

③利子補給等にかかるもの	  5,230千円　　　　　 125円

⇒

※市民一人あたりの額は、平成19年３月31日現在の住民基本台帳人口（41,801人）で各項目を除し、四捨五入したものです。

　このため、合計欄が表内の計算値と一致しないことがあります。

財政状況をお知らせします

市のバランスシートと
　　　　　　行政コスト計算書（普通会計）
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行
政
コ
ス
ト
計
算
書

（
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の

　

費
用
）

　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
民
間
企

業
の
決
算
に
お
け
る
損
益
計
算
書
に

相
当
す
る
も
の
で
す
が
、
行
政
に
は

利
益
と
い
う
概
念
が
な
い
た
め
、
コ

ス
ト
（
費
用
）
と
一
般
財
源
と
の
関

係
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

　

人
的
サ
ー
ビ
ス
や
、
給
付
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
資
産
の
形
成
に
つ
な
が
ら

な
い
、
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
事
業
と
い

わ
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
、
１
年

間
で
ど
の
く
ら
い
の
お
金
を
必
要
と

し
、
ど
の
く
ら
い
の
収
入
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
た
の
か
を
あ
ら
わ
し
た
も
の

で
す
。

　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
に
は
、
市
の

職
員
に
要
す
る
人
件
費
や
、
建
物
な

ど
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
物
に
か

か
る
費
用
の
ほ
か
、
実
際
に
現
金
の

支
出
を
伴
わ
な
い
減
価
償
却
費
な
ど

も
含
ま
れ
ま
す
。

項　目 市全体（単位：千円）市民一人あたり（単位：円）構成比（％）
人にかかるコスト(職員の人件費など) 2,812,649 67,287 22.6
物にかかるコスト（物件費、維持補修費、減価償却費など） 3,793,318 90,747 30.4
移転支出的なコスト（扶助費、補助費、他会計への繰出金など） 5,528,133 132,248 44.4
その他のコスト（公債費利子分など） 324,433 7,762 2.6
費用合計（A） 12,458,533 298,044 100.0
使用料・手数料 731,613 17,502
国・県支出金 959,299 22,949
一般財源 9,319,961 222,960
収入合計（B） 11,010,873 263,412
国・県支出金償却額など（C） 355,220 8,498
期首一般財源（D） 23,336,004 558,264
差引一般財源など増減額（E＝B－A＋C） △1,092,440 △26,134
期末一般財源など 22,243,564 532,130
※市民一人あたりの額は、平成19年３月31日現在の住民基本台帳人口（41,801人）で各項目を除し、四捨五入したものです。

　このため、合計欄が表内の計算値と一致しないことがあります。

　平成18年度の行政コストの総額は、約１２４億５，９００万円となっています。市民一人あたりで見ると約２９万８千円に
なります。
　項目別では、「移転支出的なコスト」が５５億２，８００万円（44.4％）と最も高くなっています。
　移転支出的なコストには、ごみ・し尿処理、消防・救急などを行う一部事務組合への負担金や、児童手当、生活保護費な
どの扶助費、特別会計への繰出金が含まれています。

行政コスト計算書　　　平成18年４月１日～平成19年３月31日

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎財政課　
　☎58－2111（内線1233）

◎詳しくは、お問い合わせください。
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■控除しきれなかった分は、住民税（所得割）から控除されます

　税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が減る場合があります。平成18年末までに入居し、

所得税の住宅ローン控除を受けている方で、所得税から控除しきれなかった額がある場合は、翌年度の住民税（所得割）か

ら控除できます。

■平成20年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要となります

　平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成20年３月17日までに平成20年１月１日現在お住まいの市
区町村へ「市町村民税道府県民税　住宅借入金特別税額控除申告書」を提出してください。

住民税の住宅ローン控除の適用を受ける方 住宅借入金等特別税額控除申告書の提出方法

　※所得税の確定申告をされない方 　　　　源泉徴収票を添付して市区町村へ提出（パターンＡ・Ｂ）

　所得税の確定申告をされる方 　　　　所得税の確定申告書とともに税務署へ提出（パターンＡ・Ｂ）

※給与所得（収入金額が２，０００万円以下で、１ヶ所の会社・事業所から所得を得ている方）のみで、例年、年末調整で住宅ロー

　ン控除の適用を受け、確定申告の必要のなかった方　　

■平成19年以降に入居した場合は、「住民税の住宅ローン控除」の適用はありません

　平成19年以降に入居した場合は、別途、所得税において新たな住宅ローン控除制度の特例が設けられましたので、所轄の

税務署（土浦税務署）にお問い合わせください。

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎税務課　　　　　　　　　土浦税務署
　☎58－2111（内線1132 ～ 1134）　☎029－822－1100

 申告が必要です！

所得税から住宅ローン控除額を
引ききれなかった方
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　現在、平成19年度の市税については、左の税目が納期限を経過しています。
　納期限後、一定期間が経過しても納付がない場合は督促状を発送していますが、
その後も納付がない場合は延滞金が加算されることがあります。領収書などで、
納め忘れがないかご確認ください。
　また、催告書が送付された後も納付されない場合は、差押えなどの強制処分と
なることもありますので、納付したか確認できないとき、すぐに納付できないと
きなどは、市税務課収納対策室へご連絡ください。

　　市税の納付には、便利で確実な口座振替のご利用をおすすめします。
　　口座振替で納付していただきますと、出かける手間が省け、納付のし忘れを心配する必要がありません。

　　口座振替による納付の場合は、各納期限（口座振替日）にご指定の口座から振替えさせていただきます。
　　振替額は、納税通知書に記載されているとおりです。

振替対象の市税
　○固定資産税　　　　　　　　　　　　○軽自動車税
　○個人市県民税（普通徴収分）　　　　  ○国民健康保険税
　※介護保険料・上下水道使用料なども口座振替ができますので、各担当課にお問い合わせください。

口座振替のお申込み方法
　次の金融機関の窓口でお申し込みいただけます。
　　●常陽銀行　●茨城みなみ農協　●みずほ銀行　●三井住友銀行　●関東つくば銀行　●茨城県信用組合
　　●茨城銀行　●水戸信用金庫　　●東日本銀行　●結城信用金庫　●ゆうちょ銀行・郵便局

　■申込みに必要なもの
　　・預貯金通帳（または、口座番号の確認できるもの）
　　・通帳の届出印
　　・口座振替依頼書（金融機関窓口または市税務課収納対策室にあります。）

　※口座振替をお申し込み中であっても、残高不足などにより口座引き落としできない場合があります。
　　その場合は、納付書で納めていただくことになりますのでご注意ください。口座からの再引き落としはしません。

市税などの納め忘れはありませんか？

税目（税金の種類） 納期

固定資産税 １期～２期

軽自動車税 全期

国民健康保険税 １期～６期

市・県民税（普通徴収分）１期～３期

　平成17年に「個人情報保護法」および「個人情報保護条例」が施行され、個人に対する情報の管理・保護が義務付けられ

たことを踏まえ、行政運営の見直しを行った結果、平成19年度をもって、納税組合を廃止することとなりました。

　市納税組合におかれましては、長年にわたり市税の納付推進にご理解、ご協力をいただきありがとうございました。

　厚くお礼申し上げます。

　なお、納税組合廃止前と廃止後の変更点は次のとおりとなっています。

　平成19年度（納税組合廃止前）
　納税通知書が市から納税協力員を介して、各納税者へ届きます。
　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　

　平成20年度以降（納税組合廃止後）
　納税通知書が市から郵送により直接各納税者へ届きます。

納税組合廃止のお知らせ

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎税務課収納対策室
　☎ 58 - 2111（内線1140 ～ 1144）
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今
般
「
与
党
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
に

お
い
て
、
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

政
府
と
し
て
も
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

１　

70
歳
～
74
歳
の
方
（
※
１
）
の

　

窓
口
負
担
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
2
割
負
担
に

見
直
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
一

部
負
担
金
が
、
平
成
20
年
4
月
～
平

成
21
年
3
月
ま
で
の
1
年
間
、
1
割

負
担
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ
は

平
成
20
年
3
月
に
伊
奈
庁
舎
国
保
年

金
課
よ
り
、
新
た
な
高
齢
受
給
者
証

を
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
１
…
す
で
に
3
割
負
担
に
該
当
し

　
　
　

て
い
る
方
お
よ
び
、
後
期
高

　
　
　

齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な

　
　
　

る
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け

　
　
　

て
い
る
方
を
除
き
ま
す
。

２　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け 

　

る
75
歳
以
上
の
被
扶
養
者
の
保
険

　

料
に
つ
い
て

　

次
の
方
は
、
平
成
20
年
4
月
～
9

月
ま
で
の
６
ヶ
月
間
は
無
料
と
な

り
、
平
成
20
年
10
月
～
平
成
21
年
３

月
ま
で
の
６
ヶ
月
間
は
、
頭
割
保
険

料
額
（
被
保
険
者
均
等
割
）
が
９
割

軽
減
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。な
お
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

☆
対
象
者

　

75
歳
以
上
の
方
（
※
２
）
で
、
後

期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
る

日
の
前
日
（
平
成
20
年
3
月
31
日
ま

た
は
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
）
に
お

い
て
被
用
者
保
険
（
※
３
）
の
被
扶

養
者
と
な
っ
て
い
る
方
。

※
２
…
65
歳
～
74
歳
で
一
定
の
障
害

　
　
　

認
定
を
受
け
て
い
る
方
を
含

　
　
　

み
ま
す
。

※
３
…
政
府
管
掌
健
康
保
険
や
、
企

　
　
　

業
の
健
康
保
険
、
公
務
員
の

　
　
　

共
済
組
合
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

　
　
　
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
健
康

　
　
　

保
険
で
す
。

　

昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
の
方
に
つ
い
て

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
と
な
っ
た
日
の
属
す
る
月
か

ら
2
年
間
、
被
保
険
者
均
等
割
を
5

割
軽
減
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
措
置
は
そ
れ
に
加
え
て

行
う
も
の
で
す
。

　

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
伊
奈

庁
舎
国
保
年
金
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎国保年金課　
　☎58－2111（内線1182）

高齢者医療制度の

　　見直しについて

平
成　　

年
分
・　　

年
分
の
確
定
申
告
に
電
子

  

申
請
を
ご
利
用
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
方
へ

～
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
お
よ
び

　
　
　
　
　
　

電
子
証
明
書
の
早
期
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
～

19

20

　

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ- 

Ｔ
ａ
ｘ
）
を
ご
利
用
に
な
っ

て
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
際
、
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び

電
子
証
明
書
を
併
せ
て
送
信
し
た
場

合
に
、
所
得
税
か
ら
５
千
円
（
そ
の

年
分
の
所
得
税
額
を
限
度
）
を
控
除

（
平
成
19
年
分
ま
た
は
平
成
20
年
分

の
い
ず
れ
か
１
回
）
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

電
子
申
告
を
行
う
際
に
は
、
市
民

窓
口
課
で
発
行
し
て
い
る
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
（
手
数
料
と
し
て

５
０
０
円
）お
よ
び
電
子
証
明
書（
手

数
料
と
し
て
５
０
０
円
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
時
期
は
、
混
雑
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　

取
得
方
法
に
つ
い
て
は
、
市
民
窓

口
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利

用
で
き
る
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の
「
市
民
窓
口
課
」
の
中
で
も
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎市民窓口課　
　☎58－2111（内線1112）

◎住民基本台帳カードおよび
　　電子証明書に関することは･･･

※
谷
和
原
庁
舎
に
お
い
て
は
、
即
日

　

交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

　

く
だ
さ
い
。
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平成18年度小張Ⅱ地区地籍調査結果閲覧について

　昨年実施した小張Ⅱ地区（小張字出山、字立出後、善助新

田字東原の一部）の地籍図（案）と地籍簿（案）を作成しま

したので、国土調査法第17条第１項の規定により成果の閲

覧を次のとおり行います。

　閲覧期間　　平成20年１月16日㈬～２月４日㈪の20日間

　　　　　　　（土日も閲覧できます）

　閲覧時間　　午前9時～午後４時30分

　場 所　　谷和原庁舎地籍調査課

　※地権者の方には通知を送付します。

　　閲覧に来られる方は印鑑（認印）をお持ちください。

調査区域　小張Ⅱ地区

◆問い合わせ先
　谷和原庁舎地籍調査課　
　☎58－2111（内線8136・8137）

生活環境課からのお知らせ

カセットボンベ・エアゾール缶・スプレー缶は必ず中身のガスを使い切ってから出してください

　☆チェック　　中身の有無を確認しましょう。振って中の音を聞いてください。
　　　　　　　　中身が残っていると『シャカシャカ』と音がします。
　☆チェック　　必ず中身を使い切り、穴を開けてください。
　　　　　　　　（顔や衣服にかからないように注意してください。）
　　　　　　　　（屋外の通気性がよく火の気の無い所で行ってください。）
　　　　　　　　（キャップやノズルは、はずして不燃ごみへ）

　中身の残ったカセットボンベ・エアゾール缶・スプレー缶やゴミ

分別とルールを守らないと、ごみ収集車両・ごみ処理施設で火災が

発生する原因となります。

※スプレーなどどうしても使い切ることができないときは、商品に

　表示されているメーカーへお問い合わせください。

　年末年始のごみ・資源物の収集については、18ページのお知ら

せをご確認ください。

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎生活環境課　
　☎58－2111（内線1121）



10－広報つくばみらい12月号（No.21）－

生涯学習講座

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　

市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
参
加
者
を
募
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
・
学
年
の
垣
根
を
越
え
、

友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。　

お
も
し
ろ
理
科
先
生
の
実
験

　

―

偏
光
板
で
遊
ぼ
う―

　

10
月
20
日
に
、
谷
和
原
公
民
館
で

行
っ
た
「
お
も
し
ろ
理
科
先
生
の
実

験
」
に
は
市
内
の
小
学
１
～
３
年
生

の
子
ど
も
た
ち
30
人
が
参
加
し
ま
し

た
。「
偏
光
板
」
と
い
う
特
殊
な
器
具

を
使
っ
て
実
験
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

偏
光
板
を
通
し
て
テ
レ
ビ
や
セ
ロ
ハ

ン
テ
ー
プ
を
見
る
と
、
そ
れ
ま
で
見

え
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
て
き
た

り
、
２
枚
重
ね
た
偏
光
板
の
向
き
を

変
え
る
と
色
の
濃
さ
が
変
化
し
た
り

す
る
不
思
議
な
実
験
に
驚
き
の
声
を

あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

東
小
３
年　

谷や
ぐ
ち口　

香か
お
り織

　

今
日
は
、
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

こ
う
ざ
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
へ
ん
光
板
を

使
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
で
見

る
と
ち
が
っ
て
い
た
り
、
セ
ロ
ハ
ン

テ
ー
プ
を
は
っ
た
も
の
を
へ
ん
光
板

に
は
さ
ん
で
回
す
と
、
色
が
か
わ
っ

た
り
す
る
こ
と
で
す
。
楽
し
か
っ
た

で
す
。

化
石
の
レ
プ
リ
カ
を
作
ろ
う

　

11
月
17
日
に
、
伊
奈
公
民
館
で

行
っ
た
「
化
石
の
レ
プ
リ
カ
を
作
ろ

う
」
に
は
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
の
方
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自

然
博
物
館
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た

先
生
か
ら
、
本
物
の
化
石
や
そ
の
レ

プ
リ
カ
作
り
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
本
物
と

区
別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
そ
っ
く
り
に

作
ら
れ
た
レ
プ
リ
カ
に
び
っ
く
り
し

て
い
ま
し
た
。

　

レ
プ
リ
カ
を
作
る
た
め
、
石
こ
う

を
混
ぜ
る
段
階
に
な
る
と
、
子
ど
も

た
ち
の
表
情
も
真
剣
そ
の
も
の
に
な

り
、
型
に
流
し
込
む
際
に
は
慎
重
に

　
　

小
絹
小
２
年　

松ま
つ
ざ
か坂　

梨り

さ

こ
沙
子

　

さ
い
し
ょ
は
、
レ
プ
リ
カ
が
ど
う

い
う
も
の
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。で
も
、先
生
に
教
え
て
も
ら
っ

た
の
で
わ
か
り
ま
し
た
。わ
た
し
は
、

サ
メ
の
「
は
」
の
レ
プ
リ
カ
を
作
り

ま
し
た
。
せ
っ
こ
う
を
な
が
し
こ
む

と
き
、「
上
手
に
で
き
る
か
な
」
と
ふ

あ
ん
で
し
た
。
で
も
、
上
手
に
で
き

た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
企
画

さ
れ
た
こ
の
講
座
に
、
６
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
７
回
に
わ
た
っ

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
心
構
え
や
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
・
救
急
救
命

な
ど
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
参
加
者
の
感
想
》

◎
子
育
て
の
難
し
さ
・
楽
し
さ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、

「
子
育
て
の
現
状
と
子
ど
も
の
発
達
」

「
安
全
と
事
故
防
止
」「
子
ど
も
と

の
関
わ
り
方
」
は
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
の
活
動

に
役
立
て
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

◎
た
だ
子
ど
も
が
好
き
、
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
し
ら
と
い
う
思
い

で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
私
で
す

が
、
何
か
を
つ
か
め
た
よ
う
な
気
が

し
、
嬉
し
い
講
座
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
面
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
７
回
の

講
習
会
の
中
で
、
と
き
に
子
ど
も
に

返
っ
た
り
、
ま
た
、
責
任
あ
る
実
年

齢
に
戻
っ
た
り
と
忙
し
い
日
々
で
し

た
。
今
後
は
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

豊
小
５
年　

滝た
き
も
と本　

ゆ
め

　

レ
プ
リ
カ
を
型
か
ら
外
す
と
き

に
、
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。
で

も
、
上
手
に
外
せ
た
の
で
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
家
に
帰
っ
て
か
ら
色

を
ぬ
っ
て
、
も
っ
と
化
石
っ
ぽ
く
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

行
っ
て
い
ま
し
た
。
固
ま
っ
た
後
、

型
か
ら
石
こ
う
を
外
す
の
に
ひ
と
苦

労
し
て
い
ま
し
た
が
、
上
手
に
で
き

た
レ
プ
リ
カ
を
見
て
満
足
な
顔
を
し

て
い
ま
し
た
。

おもしろ理科先生の実験

化石のレプリカ作り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

救
急
救
命
の
実
習

化石のレプリカ作り「上手にできたよ」
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図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

図
書
館
だ
よ
り

図書館休館日
　12月27日㈭～１月４日㈮
 　１月 ７日㈪、14日㈷、
　21日㈪、 28日㈪、31日㈭

読み聞かせ会（虹の会）
　１月12日㈯
　　午後２時～
　　小学生まで

おはなし会
 　１月26日㈯

　　午後２時～
　　幼児～小学校低学年

開館時間
　午前10時～午後６時

図書館への問い合わせ

　☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

特別整理期間終了　
　特別整理期間中は、大変ご不便をおかけしましたが、おかげさまで、館内の資料の配置な

どの変更を無事に終えることができました。変更したところがありますので、ご案内します。

  絵本

　以前は、絵本の大きさにかかわらず、同じ出版社のものがまとめて置いてあり、表示板が

見にくかったり、棚のラベル表示と本が違っていたりしました。

　それを修正して、大きなサイズの本とそれ以外の本の場所を分けました。

 Ｔ
つくばエクスプレス

Ｘ 行政情報コーナー

　ＴＸ行政情報コーナーを縮小しました。広報紙、議会だよりをはじめ、パンフレットやお

知らせのポスターなどの掲示する場所になりました。

 日本文学

　所蔵冊数の多い作家でも表示がないなどの現状を改善して、著者名の表示の増減、並び順

の変更などをして、本を探しやすくしました。

　また、本の横積みもできるだけなくすようにしました。

冬休み親子で楽しめる本
　新しくはいってきた本のなかでおすすめの本を紹介します。

『きつねのフォスとうさぎのハース』
　作・シルヴィア・ヴァンデン・ヘーデ（岩波書店）

『ねずみくんおおきくなったらなにになる？』
　作・なかえよしお　絵・上

うえ

野
の

　紀
のり

子
こ

（ポプラ社）

『年中行事のコツのコツ　１　新年のしきたり』
　文・味

み も と

元　敬
け い こ

子　（リブリオ出版）

『ほおずきちょうちん』
　作・竹

たけうち

内　もと代
よ

（岩崎書店）

年末・年始の休館日のお知らせ
　12月27日㈭から１月４日㈮は年末・年始のため休館になります。

冬
の
お
す
す
め
本

大
型
絵
本
コ
ー
ナ
ー
が　

で
き
ま
し
た
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危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

受
賞
者
の
声

瑞
宝
単
光
章

　

小こ

島じ
ま　

明
あ
き
ら

氏（
小
絹
）
元
東
京
消
防
庁
消
防
司
令
補　

66
歳

　

小
島
氏
は
、
昭
和
35
年
に
消
防
学

校
に
入
学
、
そ
の
後
芝
消
防
署
、
足

立
消
防
署
、
本
田
消
防
署
、
池
袋
消

防
署
、
丸
の
内
消
防
署
に
配
属
さ

れ
、
平
成
14
年
３
月
に
退
職
さ
れ
る

ま
で
、
長
年
に
渡
っ
て
、
職
責
を
全

う
さ
れ
ま
し
た
。

●
受
賞
者
の
声

　
「
消
防
歴
42
年
間
、
主
に
救
急
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
救
急
救

命
士
の
一
期
生
と
し
て
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
で
救
助
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
の
受
章
を
皆
様
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
救
命
の
現
場
で

培
っ
た
経
験
を
地
元
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

受
賞
者
の
声

瑞
宝
単
光
章

　

宍し
し

戸ど　

剛
つ
よ
し

氏（
谷
井
田
）
元
法
務
事
務
官　

65
歳

　

宍
戸
氏
は
、
昭
和
38
年
に
中
野

刑
務
所
に
20
年
、
東
京
拘
置
所
に
15

年
、
水
戸
少
年
刑
務
所
に
５
年
間
勤

務
し
、
平
成
15
年
３
月
に
退
職
さ
れ

る
ま
で
、
刑
務
官
40
年
の
職
責
を
全

う
さ
れ
ま
し
た
。

●
受
賞
者
の
声

　
「
こ
の
度
、
思
い
が
け
ず
に
こ
の
よ
う
な
大
き
な
名
誉
を
賜
り
、
身
に

余
る
光
栄
に
感
激
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
矯
正
業
務
の
中
で
多
く
の
方
々

と
の
出
会
い
、
そ
し
て
ご
指
導
と
ご
支
援
に
よ
る
お
か
げ
で
す
。

　

第
二
の
人
生
は
地
元
の
方
々
に
、
末
永
く
恩
返
し
の
気
持
ち
を
持
ち
続

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

食品衛生で厚生労働大臣から表彰
　10月26日、菓子製造業の鈴

すず

木
き

幸
ゆき

雄
お

さん（南太田）が

このほど、食品衛生事業功労者として厚生労働大臣表彰

を受けました。

　鈴木さんは、長年にわたり取手菓子組合会長、そして

食品衛生指導員として、食品衛生の普及向上に尽力され

た功績により受賞されました。

設　置　施　設
伊奈庁舎

谷和原庁舎
　きらくやますこやか福祉館
　谷和原保健福祉センター

中学校４校
図書館

総合運動公園

ＡＥＤを設置しました

　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）とは、突然の心停止（心

臓突然死）から命を救うための装置です。けいれんを起

こした心臓に電気ショックを与え、正常な状態に戻しま

す。平成16年7月からは一般市民も使えるようになり、

人が多く集まる公共施設に設置されることが多くなりま

した。今回設置された施設は下記のとおりです。
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話題を提供してください！
伊奈庁舎秘書広聴課　☎ 58 - 2111（内線1203）
※掲載スペースや締め切りの都合上、投稿された情報が必ず           
　しも掲載できるとは限りませんので、ご了承ください。

　10月20日、つくば市豊里庁舎にて、「第58回茨城県

消防ポンプ操作技術大会筑波地区大会」が盛大に行わ

れました。

　市からは、第６分団（板橋地区）と第10分団（谷原

地区）が出場し、第10分団が見事に優勝、第６分団も

４位に入賞し、昨年に続き輝かしい成績を収めました。

　また、次の選手が優秀選手賞を受賞しました。

　指揮者　豊
とよしま

島　正
ま さ し

史（第10分団）　　　（敬称略）

健闘した第６分団

第10分団優勝！おめでとうございます

消防団第10分団　筑波地区大会優勝

伊奈高生３名が表彰＆交流展示会を開催

　11月１日、第８回「いばらき教育の日」推進大会で、伊奈高校１年生の三
さえ

枝
ぐさ

若
わか

菜
な

さんと島
しま

未
み

来
く

さんが善行表彰を受けました。

　二人は下校途中、車同士の交通事故に遭遇し、付近の道路が混雑しないよう

に交通整理を行いました。現場は交通量の多い県道であり、多くの通行者に感

謝されました。また、同大会で、大会標語に応募した３年生の三
みつ

岡
おか

由
ゆ

季
き

さんが、

日本放送協会水戸放送局長賞を受賞しました。

　11月３日・４日には、ロックシティ守谷（守谷市）において、伊奈高校と伊

奈養護学校の交流展示会が行われました。

　両校は毎年「共生」をテーマに交流を続けており、今年度は「小さな文化祭」

と銘打ち催されました。ファッション甲子園の優勝作品や両校合作による作品

などを展示し、８１７人の方々が来場するなど大盛況の２日間となりました。

　この大会を通して養われた消防精神を、市民の安全

確保のために発揮し、市民が安心して暮らせる災害に

強いまちづくりを目指します。

交流展示会の様子
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■
つ
く
ば
み
ら
い
市
菊
花
会
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
月
25
日
）

・
市
菊
花
会
長
賞

　

総
合
優
勝　

小お

川が
わ　

　

洋
　
ひ
ろ
し

・
県
知
事
賞

　
「
富ふ

士じ

の
新し
ん

雪せ
つ

」　

榎え
の
き
だ田　

　

清
　
き
よ
し

　
「
天て
ん
に
ょ女

の
袖そ
で

」　

北
き
た
い
ず
み
と
ら
じ
ゅ
う
ろ
う

泉
寅
十
郎

・
県
議
会
議
長
賞

　
「
東と
う
か
い海

の
旭
　
あ
さ
ひ」　

豊と
よ
し
ま島　

　

義よ
し

　
「
聖せ
い
こ
う
か
ほ
う

光
華
宝
」　

間ま
ね
や
ま

根
山
莊そ
う
じ二

・
市
長
賞

　
「
国こ
っ
か
ま
ん
ぷ
く

華
万
福
」　

飯い
い
ず
み泉　

隆た
か
お夫

・
市
議
会
議
長
賞

　
「
岸き
し

の
秋
し
ゅ
う
れ
い令
」　

冨と
み

澤さ
わ　

寅と
ら
お男

・
南
部
農
業
共
済
組
合
長
賞

　
「
国こ
っ
か
き
ん
ざ
ん

華
金
山
」　

小お
が
わ川　

洋
　
ひ
ろ
し

■
松し
ょ
う
は
く柏
盆
栽
展
示
競
技
会
表
彰

 　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
22
日
）

・
県
知
事
賞

　
「
姫ひ
め

し
ゃ
ら
」　

谷や
ぐ
ち口　

　

勉
つ
と
む

・
県
議
会
議
長
賞

　
「
ま
ゆ
み
」　

海え
び
は
ら

老
原
眞し
ん
じ
ろ
う

二
郎

・
県
観
光
物
産
協
会
長
賞

　
「
千せ
ん
な
り
か
き

成
柿
」　

宮み
や
ぎ城　

二じ
ろ
う郎

・
市
長
賞

　
「
ま
ゆ
み
」　

深ふ
か
さ
く作　

君き
み
お男

・
市
議
会
議
長
賞

　
「
黒く
ろ
ま
つ松

」　

萩は
ぎ
わ
ら原　

文ふ
み
お夫

・
市
盆
栽
愛
好
会
長
賞

　
「
五ご
よ
う
ま
つ

葉
松
」　

大お
お
は
し橋　

勘か
ん
じ二

腕
に
よ
り
を
か
け
た
、
立
派
な
盆
栽
が
そ
ろ
い
ま
し
た

「姫しゃら」　谷口　勉

（
敬
称
略
）

根本衣料品店（小張）、岡沢看板店（東栗山）
より横断幕が寄贈されました

Ｔつ
く
ば

Ｘ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

沿
線
で　
『
建
設
フ
ェ
ス
タ
』・

　
『
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
ま
つ
り
』
を
開
催
！

●
建
設
フ
ェ
ス
タ

　

10
月
28
日
、
み
ら
い
平
駅
前
特
設

会
場
に
お
い
て
、
建
設
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会
が
主
催
す
る
「
建
設
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
７
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

建
設
フ
ェ
ス
タ
は
、
建
設
産
業
の

魅
力
と
建
設
事
業
を
知
っ
て
も
ら
う

目
的
で
開
催
さ
れ
、
今
年
で
14
回
目

に
な
り
ま
す
。
会
場
で
は
、
建
設
機

械
体
験
、
親
子
丸
太
切
り
や
ミ
ニ
上

棟
式
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

家
族
連
れ
な
ど
1
万
５
千
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

●
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
ま
つ
り

　

11
月
３
日
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
総
合
基
地
（
筒
戸
）
に
お
い
て
、

「
第
３
回
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
ま

つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

運
転
室
見
学
や
電
車
の
床
下
見

学
、
ス
ピ
ー
フ
ィ
と
の
記
念
撮
影
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
普
段
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
特
別
公
開
に
、
多
く
の

家
族
連
れ
や
鉄
道
フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　　

ま
た
、
両
方
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
市

観
光
協
会
と
伊
奈
大
豆
生
産
部
会
が

出
店
し
、
観
光
と
黒
大
豆
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

建設機械体験コーナー（建設フェスタ）運転室に座って運転手気分（ＴＸまつり）
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話題を提供してください！
伊奈庁舎秘書広聴課　☎ 58 - 2111（内線1203）
※掲載スペースや締め切りの都合上、投稿された情報が必ず           
　しも掲載できるとは限りませんので、ご了承ください。

第
３
回
城
山
の
里

　
　
　

ま
つ
り
を
開
催

　

11
月
18
日
、
城
山
運
動
公
園
付
近

の
里
山
を
会
場
に
し
て
、「
城
山
の
里

ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
里
山
環
境
の
保

全
活
動
や
農
業
交
流
を
行
っ
て
い
る

「
城
山
を
考
え
る
会
」
が
主
催
し
、

今
回
で
３
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
落
ち

葉
拾
い
を
す
る
里
山
散
策
や
さ
つ
ま

い
も
掘
り
、
竹
筒
で
ご
飯
を
炊
い
た

ほ
か
、
農
産
物
の
直
売
も
行
わ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
晩
秋
の
里
山
の
自

然
に
親
し
み
ま
し
た
。

第　

回
小
絹
文
化
祭

　

11
月
23
日
、
小
絹
自
治
会
主
催
の

文
化
祭
が
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
多
数
の
絵
画
や
水
墨

画
、
書
道
や
盆
栽
、
手
芸
品
、
地
元

写
真
ク
ラ
ブ
の
作
品
な
ど
が
展
示
さ

れ
、
屋
外
の
模
擬
店
や
野
菜
・
魚
な

ど
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
も
大
盛
況
で
し

た
。

　

ま
た
、
今
回
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
る
小
絹
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
が
八
坂
神
社

境
内
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

35

伊
奈
養
護
学
校

　
　
　
　

校
外
作
業

　

高
等
部
の
作
業
学
習
班
９
人
が
、

11
月
９
日
に
伊
奈
庁
舎
を
訪
れ
、
伊

奈
保
健
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
草
取
り
や

枝
切
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
学
習
班
は
、
校
内
清
掃
や
園

芸
作
業
を
行
う
班
で
す
。
活
動
を
校

外
に
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く

の
人
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
体

験
と
な
り
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
の
熱
心
な
清
掃
の
お
か

げ
で
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

商
工
祭
開
催

　

10
月
28
日
、
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
江
戸
に
お
い
て
、
伊
奈
商
工
会
と

谷
和
原
商
工
会
が
合
併
し
て
初
め
て

と
な
る「
商
工
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
道
芸
や
上
棟
式
、
大

鍋
で
煮
る
林
蔵
鍋
（
写
真
）
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
４
千

人
の
入
場
者
で
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
商
工
祭
で
集
ま
っ
た
募
金

を
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
善
意
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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市内の出来事
～ つくばみらいのわだい ～

入賞おめでとうございます

■第36回小
おだいら

平記念作文

　小学校低学年の部最優秀賞　十和小１年　堤
つつみ

　海
か い と

登　　（写真①）

　中学校の部奨励賞　　　　　伊奈中３年　菊
き く ち

地　彩
あ や の

乃

■第51回茨城県児童生徒科学研究作品展
　（兼日本学生科学賞茨城県作品展）

　県教育研究会長賞　十和小４年　結
けっそく

速　友
ゆ み

美　　　　　（写真②）

　　　　　　　　　　　　　　　　渡
わたなべ

辺　紗
さ り な

里菜

■茨城県交通安全ポスター作品コンクール

　茨城県議会議長賞　谷井田小４年　長
ながつか

塚　ふたば

　大好きいばらき県民会議会長賞　十和小５年　横
よこつか

塚　郁
い く み

美

　茨城県交通安全母の会連合会長賞　伊奈中３年　石
いしつか

塚　雅
まさゆき

之

作文「ぼくのちょうせん」で受賞した堤くん

研究作品「コウモリたんてい団パート２」は
昨年に続き受賞となりました

①

②

（敬称略）

ライオンズクラブから
市へ寄付、寄贈

　やわらライオンズクラブから、谷和原地区の小中学校

に対して寄付金をいただきました。この寄付金は、やわ

らライオンズクラブ主催のチャリティーゴルフ大会で

募ったものです。

　また、伊奈ライオンズクラブから市内の中学校・図書

館に、ライオンズクラブメンバーである木
きまたじゅん

全純さん著『救

いの刃』の寄贈をいただきました。この本は、不登校、

家庭内暴力、多重債務、会社設立、そして成功という作

者の数々の経験がつづられており、多くの生徒の皆さん

に読んでいただき、少しでも参考になればとのことです。

　善意のご寄付、ご寄贈ありがとうございました。

善意の寄付金

　伊奈東中学校吹奏楽部から、市社会福祉協議会に寄付

金をいただきました。この寄付金は、平成14年度から始

め、今年で６回目となったチャリティコンサートの収益

金です。吹奏楽部の皆さんは、自分たちの力で何か社会

に役立つことをしたいと考え、チャリティコンサートを

始めました。美術部の皆さんも会場の照明などで協力し

ました。

　また、社団法人日本プロゴルフ協会から寄付金をいた

だきました。この寄付金は、９月27日から29日に茨城

ゴルフ倶楽部で開催された大会「ＰＧＡ　Ｈａｎｄａ　

Ｃｕｐ　フィランスロピーシニアトーナメント」で集め

られたものです。

　これらの寄付金は、市社会福祉協議会で有効に活用さ

せていただきます。ありがとうございました。
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②

③

④

①

⑤

広報つくばみらいのバックナンバーについて
ご希望の方は、伊奈庁舎秘書広聴課までお問い合わせください。
在庫があるものについてはお渡しできます。
また、市のホームページでもご覧になることができます。

各種スポーツ大会結果　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

■第２回つくばみらい市長杯バドミントン大会　　
　期日　10月28日　　　　　　　　　　　　　  （写真①）

　結果　男子１部優勝　中
なかむら

村・長
は せ が わ

谷川　組

　　　　男子２部優勝　松
まつまる

丸・飯
いいづか

塚　組

　　　　女子１部優勝　石
い し だ

田・半
はんざわ

沢　組

　　　　女子２部優勝　本
もとはし

橋・岩
いわくら

倉　組

　　　　女子３部優勝　渡
わやなべ

辺・梶
かじわら

原　組　　　　　

■第２回つくばみらい市民卓球大会
　期日　11月４日　　　　　　　　　　　　　　（写真②）

　結果　男子シングルス優勝　冨
と み た

田　常
つねゆき

侑　

　　　　女子シングルス優勝　堀
ほりこし

越　里
さ と み

美

　　　　男子ダブルス優勝　　草
く さ ま

間・冨
と み た

田　組

　　　　女子ダブス優勝　　　坂
さかもと

本・堀
ほりこし

越　組　　

■つくばみらい市硬式テニス大会
　期日　11月４日　　　　　　　　　　　　　　（写真③）

　結果　男子ダブルス優勝　　山
やまさき

﨑・蔭
かげやま

山　組

　　　　女子ダブルス優勝　　椿
つばき

・酒
さ か い

井　組　　　

■つくばみらい市秋季バレーボール大会
　期日　11月18日

　結果　優　勝　ＺＥＲＯ　　（写真④）

　　　　準優勝　やいた

　　　　第３位　まるこず

■第２回つくばみらい市長杯少年野球大会
　期日　11月17日・18日・23日

　結果　第３位　豊ナインズ　（写真⑤）
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情
報

お知らせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

お
知
ら
せ
し
ま
す

年
末
年
始
の
ご
み
・
資

源
物
の
収
集
に
つ
い
て

可燃ごみ 不燃ごみ 粗大ごみ 缶 ビン 古紙・古布
小張・豊

（紫峰ヶ丘含む）

  12月25日

　  12月28日

        １月４日

        １月８日

12月24日

１月７日
１月16日 　１月９日 １月10日 12月27日

板　橋
12月27日         

 １月10日
１月23日

12月26日

 １月16日

１月７日 12月24日

谷井田
      12月24日

     12月 27日

        １月７日

       １月10日

       12月25日

         １月８日
１月９日 １月４日 12月28日

三島・東
       12月28日

         １月４日
12月26日 １月９日 １月８日 12月25日

小　絹       12月25日   

      12月28日

        １月４日

        １月８日

      12月28日

        １月７日

１月16日

12月27日

 １月17日
１月10日 12月27日

谷　原

（陽光台含む）
12月26日

十　和 １月23日
福　岡 １月９日

　常総環境センターは12月29日から１月３日まで休業になります。伊奈庁舎生活環境課で許可を受けて直接搬入 

　する場合は、28日午後４時までですのでご注意ください。

　また、ごみの散乱防止のためにも指定日以外には、ごみを集積所に置かないでください。

※お配りしてあるごみ・資源物収集カレンダーと同じですが、年末年始は計画的なごみの排出にご協力をお願いし
　ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊奈庁舎生活環境課　☎58‐２１１１（内線1121 ～ 1123）問

年
末
年
始
の
市
役
所
な

ど
の
案
内
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
各
公
共
機
関
の
業
務

は
、
次
と
お
り
休
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
通
常
業
務
と
異
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
12
月
29
日
～
１
月
３
日

　

市
役
所
（
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
な

ど
の
戸
籍
届
出
に
つ
い
て
は
受
け
付

け
ま
す
）・
各
公
民
館
・
総
合
運
動

公
園
・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・

谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
伊
奈

保
健
セ
ン
タ
ー
・
歴
史
館
・
社
会
福

祉
協
議
会

●
12
月
27
日
～
１
月
４
日

　

図
書
館
（
小
絹
分
館
含
む
）

●
12
月
28
日
～
１
月
４
日

　

間
宮
林
蔵
記
念
館
・
結
城
三
百
石

記
念
館
・
す
こ
や
か
福
祉
館
・
世
代

ふ
れ
あ
い
の
館

　

な
お
、
火
葬
場
組
合
（
や
す
ら
ぎ

苑
）
は
、
12
月
31
日
～
１
月
３
日
は

受
付
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
休
日
当
番
病
院
・
水
道
漏

水
修
理
当
番
な
ど
は
、
１
月
分
は

26
・
27
ペ
ー
ジ
、
12
月
分
は
、
広
報

11
月
号
25
・
26
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
パ
ス
ポ
ー

ト
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
は
通
常
受
付
と
異
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
（
土
浦
市
大
和
町
９
‐
３
「
ウ
ラ

　

ラ
３
」
４
階
）

　

12
月
29
日
㈯
～
平
成
20
年
１
月
３

　

日
㈭
は
休
み
に
な
り
ま
す
。

▼
県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
取
手

　

出
張
所
（
取
手
市
役
所
内
）

　

12
月
22
日
㈯
～
平
成
20
年
１
月
７

　

日
㈪
は
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

  

県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９
‐
８
２
５
‐
４
５
５
５

問年
金
聞
き
た
い
放
題

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

常
陽
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

あ
な
た
の
ご
質
問
に
常
陽
銀
行
顧
問

の
社
会
保
険
労
務
士
が
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
ご
希

望
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
方
法
＝
電
話
に
て
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

　

予
約
電
話　

58
‐
５
５
５
２

▼
日
時
＝
平
成
20
年
１
月
９
日
㈬
、

　
　
　
　

2
月
6
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所
＝
常
陽
銀
行
伊
奈
支
店

　

  

常
陽
銀
行
年
金
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
３
０
０
‐
２
８
４
４

問
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◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話　
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）　

秘
書
広
聴
課
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

来
月
（
平
成
20
年
１
月
）
よ
り
、

谷
和
原
庁
舎
で
の
市
長
執
務
を
始
め

ま
す
。

　

執
務
室
は
、
谷
和
原
庁
舎
１
階
相

談
室
（
市
民
窓
口
課
向
か
い
側
）
で

す
。

　

原
則
と
し
て
執
務
時
間
は
、
毎
週

火
曜
日
・
木
曜
日
の
午
後
３
時
～
午

後
５
時
15
分
と
な
り
ま
す
が
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
な
ど
に
よ
り
、
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

面
会
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
在
庁

の
有
無
を
事
前
に
秘
書
広
聴
課
へ
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
伊
奈
庁
舎
に
つ
き
ま
し
て

も
、
市
長
在
庁
時
に
は
、
市
長
室
を

開
放
し
て
い
ま
す
。

　

  

伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
２
０
１
～
１
２
０
３
）

問

農
業
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

①
農
業
委
員
会
各
種
申
請
受
付
期
間

　

平
成
20
年
１
月
の
各
種
申
請
の
受

付
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
平
成
20
年
１
月
10
日

　

㈭
・
11
日
㈮

②
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
登
載
申

　

請
受
付

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

人
登
載
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
申
請
資
格
＝
平
成
20
年
１
月
１
日

　

現
在
で
当
市
に
住
所
が
あ
り
、
昭

　

和
63
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

　

た
方
（
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在

　

で
20
歳
以
上
）
で
、
10
ア
ー
ル
以

　

上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
経
営

　

主
お
よ
び
同
居
の
親
族
（
親
族
の

つ
く
ば
み
ら
い
市
成
人

式
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

新
成
人
で
組
織
さ
れ
た
実
行
委
員

が
、
思
い
出
に
残
る
式
典
に
し
よ
う

と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
み
ん
な
で
、
新
成
人
の
門
出

を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
平
成
20
年
１
月
13
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
開
式
（
受
付
は
午

　

後
０
時
30
分
か
ら
）

問

米
の
生
産
者
の
皆
様
へ

生
産
調
整
に
つ
い
て

　

安
定
し
た
米
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
米
の
生
産
調
整
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
！

　

我
が
国
の
米
の
一
人
当
た
り
年
間

消
費
量
は
、
ピ
ー
ク
だ
っ
た
昭
和
37

年
の
１
１
８
㎏
か
ら
平
成
18
年
に
は

61
㎏
と
な
り
約
半
分
に
ま
で
減
少
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
米
の
在

庫
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
全
国

で
米
が
余
っ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
米
の
価
格
は
、
10

年
前
に
比
べ
て
４
千
４
０
０
円
／
60

㎏
程
度
下
が
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

米
の
供
給
過
剰
が
続
き
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
米
価
が
下
が
っ
た
場
合
、
農

家
の
米
づ
く
り
が
立
ち
行
か
な
く
な

り
、
安
定
し
た
米
づ
く
り
が
で
き
な

く
な
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

茨
城
県
産
米
の
需
要
量
に
対
し
約

３
万
８
千
ト
ン
が
過
剰
生
産
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、水
田
に
お
い
て
麦
・

大
豆
・
野
菜
・
地
域
の
振
興
作
物
な

ど
へ
の
転
換
を
行
う
こ
と
や
、
生
産

し
た
米
を
加
工
用
米
な
ど
と
し
て
主

食
用
以
外
の
目
的
に
出
荷
す
る
な

ど
、
消
費
者
の
需
要
に
応
じ
た
生
産

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

米
価
の
安
定
を
図
る
た
め
、
農
協

や
出
荷
業
者
な
ど
が
作
成
し
て
い
る

生
産
方
針
に
一
人
一
人
が
自
分
達
の

問
題
と
し
て
捉
え
て
参
加
し
、
生
産

調
整
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

　

  

谷
和
原
庁
舎
農
政
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
５
３
）

問

▼
会
場
＝
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

▼
対
象
者
＝
昭
和
62
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

※
12
月
１
日
現
在
市
内
在
住
の
対
象

　

者
に
は
、
既
に
案
内
状
を
送
付
し

　

ま
し
た
。

※
学
生
な
ど
、
住
民
票
が
市
内
に
な

　

い
方
で
、
市
の
成
人
式
に
参
加
を

　

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
生
涯
学
習

　

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

  

谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
８
２
１
２
・
８
２
１
３
）

　

範
囲
は
、
６
親
等
内
の
血
族
と
配

　

偶
者
お
よ
び
３
親
等
内
姻
族
）
で

　

年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
の
耕
作

　

に
従
事
し
て
い
る
方

▼
提
出
期
限
＝
申
請
書
は
行
政
協
力

　

員
を
通
し
配
布
・
回
収
を
行
い
ま

　

す
。
平
成
20
年
１
月
７
日
㈪
ま
で

　

に
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
行
政
協
力
員
に
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

※
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
や
ご
不

　

明
の
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

務
局　

☎
58
︲
２
１
１
１

（
内
線
８
１
２
０
～
８
１
２
２
）

申
問

英
語
ク
ラ
ブ
に
よ
る

　
　
　
　

英
語
勉
強
会

　

会
費
、テ
キ
ス
ト
代
は
無
料
で
す
。

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
場
所
＝
谷
和
原
公
民
館

▼
日
時
＝
第
４
火
曜
日

▼
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　

英
語
ク
ラ
ブ　

石い
し

塚つ
か

☎
52
‐
５
１
７
５

申
問
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情
報

お知らせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

お
知
ら
せ
し
ま
す

つ
く
ば
地
域
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

当
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業
後

継
者
や
農
業
に
参
入
し
た
い
方
の

「
就
農
相
談
日
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

問

良
い
子
を
一
緒
に
育
て

ま
し
ょ
う
！

市
が
誘
致
し
た
こ
ど
も
園
が
開
園
！

ス
タ
ッ
フ
募
集
（
正
職
員
・
パ
ー
ト
）

　

保
育
補
助
、
看
護
師
、
調
理
師
、

事
務
員
、
そ
の
ほ
か
短
時
間
で
も
お

農
業
用
暗あ

ん

渠き
ょ

排
水
設
置

資
材
費
補
助
に
つ
い
て

▼
補
助
の
対
象

①
生
産
調
整
１
０
０
％
達
成
農
家

②
申
請
は
年
に
一
度
限
り

③
補
助
対
象
と
な
る
圃ほ

場じ
ょ
うに
つ
い
て

　

は
、
生
産
調
整
の
対
象
と
な
る 

　

圃
場
に
限
り
ま
す
。

④
補
助
対
象
と
な
る
資
材
に
つ
い
て

　

は
、パ
イ
プ
類
お
よ
び
水す
い

閘こ
う

で
す
。

▼
補
助
基
準
＝
農
業
用
暗
渠
の
施
工

　

お
よ
び
補
助
基
準
は
、
30
ア
ー
ル

　

当
た
り
お
お
む
ね 

４
０
０
ｍ
の

　

範
囲
内
と
し
ま
す
。

▼
補
助
額
＝
消
費
税
を
除
い
た
資
材

　

費
分
（
上
限
８
万
８
千
円
）

※
工
事
費
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
方
法
＝
谷
和
原
庁
舎
農
政
課

　

備
え
付
け
の
書
類
を
提
出

▼
申
請
期
限
＝
平
成
20
年
３
月
14
日

　

㈮

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
政
課

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
８
１
５
０
～
８
１
５
４
）

申
問

　

月
２
回
、
第
２
と
第
４
の
木
曜
日

の
午
後
２
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で

す
。

　

相
談
前
に
は
、
事
前
に
電
話
な
ど

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
・
農
協
・
農
林
振
興
公
社
・
普

及
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
チ
ー
ム
が
、

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

  

つ
く
ば
地
域
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
８
３
６
‐
１
１
０
９

FAX
０
２
９
‐
８
３
６
‐
１
８
１
６

中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中
小
企

業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）
の
ご
案
内

　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
取
引

先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因
で
、
経
営

悪
化
の
危
機
に
直
面
し
て
し
ま
っ
た

と
き
に
資
金
を
借
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
、
中
小
企
業
を
守
る
た

め
に
国
が
つ
く
っ
た
共
済
制
度
で

す
。

▼
無
担
保
・
無
保
証
人
で
、
積
み
立

　

て
掛
金
の
10
倍
の
範
囲
内
（
最
高

　

３
千
２
０
０
万
円
）
で
被
害
額
相

　

当
の
共
済
金
が
借
入
れ
可
能
。
毎

　

月
の
掛
金
も
税
法
上
、
必
要
経
費

　

ま
た
は
損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

②
小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
ご
案
内

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個
人

事
業
主
ま
た
は
会
社
な
ど
の
役
員
の

問 方
が
事
業
を
や
め
ら
れ
た
り
退
職
さ

れ
た
場
合
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業

の
再
建
を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら

か
じ
め
準
備
し
て
お
く
国
が
つ
く
っ

た
共
済
制
度
で
、
い
わ
ば
「
小
規
模

企
業
の
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制

度
」
と
い
え
ま
す
。

▼
こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
掛
金
が
全

　

額
所
得
控
除
で
す
。
受
け
取
る
共

　

済
金
も
退
職
所
得
扱
い
ま
た
は
公

　

的
年
金
等
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り

　

ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
と

　

加
入
申
し
込
み
は
、
商
工
会
、
商

　

工
会
議
所
、
金
融
機
関
の
本
支
店

　

の
窓
口
で
取
り
扱
い
し
て
い
ま
す
。 

　

制
度
の
運
営
は
、
独
立
行
政
法
人

　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
行
っ

　

て
い
ま
す
。

　

  

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構 　

共
済
相
談
室

☎
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１
７
１

h
ttp

://w
w

w
.sm

rj.g
o

.jp
/

kyosai/

不
動
産
公
売
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か

　

茨
城
県
租
税
債
権
管
理
機
構
で

は
、
一
般
の
方
も
参
加
で
き
る
入
札

に
よ
り
、
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
な
お
、
入
札
参
加
申
し
込
み

問 は
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
内
の
茨
城
県
租
税
債
権
管
理
機

構
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
（http://

koubai.auctions.yahoo.co.jp/

ibaraki_sozei/

）
に
て
、
手
続
き

と
な
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
公
売
参
加
申
込
期
間
＝
平
成
20
年

　

１
月
８
日
㈫
午
後
１
時
～
１
月
21

　

日
㈪
午
後
５
時

▼
入
札
期
間
＝
１
月
23
日
㈬
午
後
１

　

時
～
１
月
29
日
㈫
午
後
１
時

▼
公
売
の
場
所
＝
ヤ
フ
ー
株
式
会
社

　

が
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

　

売
シ
ス
テ
ム
上

▼
公
売
対
象
不
動
産

・
場
所
＝
小
張

・
土
地
＝
２
筆
（
宅
地
）

・
建
物
＝
１
棟
（
居
宅
２
階
建
）

・
面
積
＝
（
土
地
）
99
．
19
㎡
、（
建

　

物
）
43
．
79
㎡

※
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

  

茨
城
県
租
税
債
権
管
理
機
構

☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
１
２
２
１

http://w
w

w
.ibaraki-sozei.jp/

募

集

し

ま

す
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ご
参
加
く
だ
さ
い

申
問

霞
ヶ
浦
自
然
観
察
会

（
野
鳥
）
の
お
知
ら
せ

▼
日
時
＝
平
成
20
年
１
月
19
日
㈯　

申
問

自
衛
官
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す

▼
受
験
種
目
＝
2
等
陸
・
海
・
空
士

　
（
男
子
）

▼
受
験
資
格
＝
採
用
予
定
月
の
１
日

　

現
在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満

▼
受
付
＝
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い

　

ま
す
。

▼
試
験
日
お
よ
び
試
験
会
場
＝
受
付

　

時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

　
　
　

自
衛
隊
龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所

☎
０
２
９
７
︲
64
︲
３
３
５
１

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設

見
学
・
試
食
会
を
開
催

　　

平
成
20
年
1
月
24
日
㈭
か
ら
30
日

㈬
は
、
全
国
学
校
給
食
週
間
で
す
。

　

こ
の
週
間
中
の
行
事
と
し
て
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
「
施
設
見
学
・

試
食
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
平
成
20
年
1
月
25
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
～
12
時
30
分

▼
会
場
＝
伊
奈
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、 

　

谷
和
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
一
般
市
民
の
方

▼
定
員

・
伊
奈
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
＝
25
人

・
谷
和
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
＝
15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
費
用
＝
２
４
０
円

▼
献
立
＝
麦
ご
飯
、
牛
乳
、
し
し
ゃ

　

も
の
南
蛮
漬
、野
菜
の
昆
布
あ
え
、

　

玉
子
ス
ー
プ
、
セ
レ
ク
ト
デ
ザ
ー 

　

ト
▼
申
込
期
間
＝
平
成
20
年
1
月
９
日

　

㈬
～

　
　
　

伊
奈
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

☎
58
︲
５
７
０
１

　
　
　

谷
和
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
52
︲
２
３
３
８

申
問

申
問

　

午
前
９
時
50
分
～
午
後
２
時

　
（
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
）　

▼
集
合
場
所
＝
茨
城
県
霞
ヶ
浦
環
境

　

科
学
セ
ン
タ
ー

▼
観
察
場
所
＝
石
岡
市
高
浜

▼
講
師
＝
川か
わ
さ
き崎　

慎し
ん
い
ち一
氏
（
茨
城
県

　

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
募
集
人
数
＝
30
人　

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
平
成
20
年
１
月
17
日

　

㈭　

午
後
５
時
ま
で
電
話
ま
た
は

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

　

原
則
月
曜
日
は
休
み
で
す
。

▼
そ
の
他
＝
参
加
費
無
料
。
筆
記
用

　

具
、
弁
当
、
飲
み
物
な
ど
は
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。

　
　
　

茨
城
県
霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
８
２
８
‐
０
９
６
２

FAX
０
２
９
‐
８
２
８
‐
０
９
６
７

http
://w

w
w

.kasum
igaura.

pref.ibaraki.jp/

申
問

手
伝
い
で
き
る
方
、
赤
ち
ゃ
ん
が
好

き
な
方
、
子
育
て
や
孫
の
世
話
が
終

わ
っ
た
方
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
一
緒

に
子
育
て
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
開
園
時
期
＝
平
成
20
年
４
月

▼
場
所
＝
学
校
法
人
双
葉
学
園

　

認
定
こ
ど
も
園
ふ
た
ば
ラ
ン
ド

　
（
紫
峰
ヶ
丘
１
丁
目
６
７
６
）

▼
申
込
期
限
＝
平
成
20
年
１
月
31
日

　

㈭

　
　
　

双
葉
学
園
事
務
局

☎
52
‐
１
０
０
３

http://w
w

w
.futaba-bunka.

ed.jp

大
好
き
い
ば
ら
き
就
職

面
接
会
・
企
業
説
明
会

参
加
者
募
集

　

大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
な
ど
の
平
成
20
年
３
月
卒
業
予
定

者
の
方
と
既
卒
で
求
職
中
の
方
を
対

象
と
し
た
「
大
好
き
い
ば
ら
き
就
職

面
接
会
（
後
期
）」
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
事
業
所
の
皆
様
と
面
接
が

で
き
ま
す
の
で
、
履
歴
書
を
複
数
ご

用
意
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
同
日
に
34
歳
以
下
の
若
年

者
を
対
象
と
し
た
「
大
好
き
い
ば
ら

き
企
業
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
・
場
所

・
水
戸
会
場
＝
平
成
20
年
１
月
29
日

　

㈫　

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

　
（
水
戸
市
宮
町
１
‐
６
‐
１
）

・
つ
く
ば
会
場
＝
平
成
20
年
２
月
１

　

日
㈮　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲　

　
（
つ
く
ば
市
小
野
崎
４
８
８
‐
１
）

▼
時
間

　

各
会
場
と
も
説
明
会
は
、
午
前
10

　

時
～
正
午
（
受
付
は
９
時
20
分
～

　

正
午
）、
面
接
会
は
、
午
後
１
時

　

30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
受
付
午

　

後
０
時
50
分
～
午
後
３
時
30
分
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
参
加
予
定
事
業

　

所
な
ど
の
最
新
情
報
を
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

　

  
県
労
働
政
策
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
６
４
５

問

http://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

bukyoku/syoukou/rosei/
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ご
参
加
く
だ
さ
い

地
域
づ
く
り
団
体
全
国

大
会
分
科
会
参
加
者
の

募
集

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
と
守
谷
市
で

は
、「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
の

ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
地
域
づ

く
り
全
国
大
会
の
分
科
会
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
地
域
づ
く
り

団
体
（
個
人
）
は
、
次
の
と
お
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
＝
平
成
20
年
２
月
１
日
㈮

　

・
２
日
㈯

▼
テ
ー
マ
＝
東
京
近
郊
の
新
し
い
田

　

園
文
化
都
市
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く

　

り
（「
市
民
の
創
意
工
夫
と
多
角

　

的
な
協
働
、
多
世
代
の
参
画
」
住

　

み
た
く
な
る
美
し
い
地
域
づ
く
り

　

を
目
指
し
て
）

▼
日
程

○
研
修
交
流
会
・
夕
食
・
記
念
講
演

　
（
会
場
・
守
谷
市
国
際
交
流
研
修

　

セ
ン
タ
ー
）

　

①
１
日　

午
後
４
時
50
分
～
午
後

　

８
時

　

②
２
日　

午
前
８
時
20
分
～
10
時

　

50
分　
（
現
場
見
学
）

　

午
前
10
時
50
分
～
午
後
２
時
（
昼

　

食
交
流
会
）

○
市
民
講
座
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

　
（
会
場
・
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

　

守
谷
駅
東
口
駅
舎
講
習
室
）

　

③
２
日　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

申
問

　

テ
ー
マ
＝
「
市
民
の
創
意
工
夫
に

　

よ
る
地
域
の
魅
力
づ
く
り
「（
つ

　

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
あ
る
地
域

　

の
将
来
）

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
常
磐
大
学

　

大
学
院
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
科

　

吉
よ
し
な
が
ひ
ろ
し

永
宏
教
授

　

パ
ネ
ラ
ー
＝
分
科
会
主
管
団
体
・

　

同
全
国
参
加
者
・
企
業
代
表

▼
参
加
資
格
者
＝
両
市
の
地
域
づ
く

　

り
団
体
・
地
域
づ
く
り
に
関
心
の

　

あ
る
個
人

▼
参
加
申
込
期
限
＝
平
成
20
年
１
月

　

８
日
㈫
厳
守

▼
定
員
お
よ
び
参
加
費

　

①
② 

＝
15
人
（
参
加
費
３
千
円
・

　

初
日
夕
食
、
２
日
目
昼
食
付
）

　

③
＝
30
人
（
参
加
費
無
料
）

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
実
行
委
員

　

会
で
選
考
の
う
え
、
文
書
で
通
知

▼
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
＝
守
谷
市
、

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
、
松
ケ
丘
花
の

　

輪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
守

　

谷
市
観
光
協
会
、
守
谷
す
た
い
る

　

研
究
交
流
会
、
古
瀬
の
自
然
と
文

　

化
を
守
る
会

　
　
　

伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課

☎
58
︲
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
０
）

申
問

冬
期
海
外
派
遣
事
業

春
休
み
国
際
交
流
事
業

①
冬
期
海
外
派
遣
事
業

　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

青
年
海
外
派
遣
事
業
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
国
際
的
視
野
に
立

っ
て
、
物
事
を
考
え
判
断
し
、
積
極

的
に
行
動
で
き
る
青
年
の
育
成
を
目

指
し
て
実
施
し
ま
す
。

▼
日
程
＝
平
成
20
年
２
月
下
旬
～
３

　

月
上
旬
（
10
～
15
日
間
）

▼
内
容
＝
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
語
学
研

　

修
・
異
世
代
交
流
・
教
育
現
場
見

　

学
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
・
文
化

　

交
流
な
ど

▼
派
遣
先
＝
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
カ

　

ン
ボ
ジ
ア

▼
対
象
＝
高
校
３
年
生
以
上
の
方

▼
参
加
費
＝
29
万
円
～
36
万
８
千
円

　
（
共
通
経
費
２
万
円
は
別
途
）

▼
申
込
期
限
＝
平
成
20
年
１
月
17
日

　

㈭　

先
着
順

②
春
休
み
国
際
交
流
事
業

　

体
験
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
理
解

や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

▼
日
程
＝
平
成
20
年
３
月
26
日
～
４

　

月
６
日
（
８
～
12
日
）

▼
内
容
＝
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
学
校
体

　

験
・
英
語
研
修
・
野
外
活
動
・
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
文
化
交
流
・

　

地
域
見
学
な
ど

▼
派
遣
先
＝
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
ニ

　

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
ジ
ー
・

　

韓
国

▼
対
象
＝
小
２
～
高
３

▼
参
加
費
＝
16
万
８
千
円
～
36
万
円

　
（
共
通
経
費
３
万
円
は
別
途
）

▼
申
込
期
限
＝
平
成
20
年
２
月
７
日

　

㈭　

先
着
順

　
　
　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

http://w
w

w
.kskk.or.jp

E-m
ail  info@

kakk.or.jp

家
庭
菜
園　

　

平
沼
Ｅ
Ｍ
自
然
農
園

　

平
沼
Ｅ
Ｍ
自
然
農
園
は
、
Ｅ
Ｍ

（
有
用
微
生
物
群
）
を
活
用
し
た
無

農
薬
・
無
化
学
肥
料
を
基
本
に
、「
楽

し
く
て
、
お
い
し
く
て
、
体
に
も
環

境
に
も
や
さ
し
い
エ
コ
菜
園
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。一
度
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
＝
平
沼
２
５
１
‐
１

▼
区
画
＝
１
０
０
㎡
（
30
坪
）　

　
　
　
　

６
区
画
用
意

▼
使
用
料
＝
５
千
円
（
１
０
０
㎡
）

▼
農
園
主
催
行
事
＝
秋
の
収
穫
祭
、

　

春
の
草
も
ち
つ
き
、
親
睦
旅
行

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

　
　
　

平
沼
Ｅ
Ｍ
自
然
農
園　

鈴す
ず

木き

☎
０
９
０
‐
２
４
５
８
‐
５
５
６
５

申
問

情
報

お知らせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

冬に咲くバラをお楽しみください。『冬のバラまつり』１月２日㈫～ 20日㈰　茨城県フラワーパーク
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保健だより
◆問い合わせ先
　健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100
（成人歯科検診、婦人科検診
　の申し込みを除く）

■成人歯科検診のお知らせ
　生活習慣病の一つともいわれ、成人の約８割がかかっているといわれる『歯周疾患』は、虫歯とならび歯を失う原因とな

る口腔の病気です。歯周疾患の予防には専門家による定期的なチェックと日々のブラッシングが重要です。

　市では、下記の日程で成人歯科検診を実施します。普段、歯の検診を受けていない方や正しいブラッシングの方法を知り

たい方は、ぜひこの機会に歯科検診を受診しましょう。

実　施　日 会　場 受  付  期  間 検診内容 申込期間

平成20年１月30日㈬
伊奈保健センター

①午後１時30分～
②午後２時～　
③午後２時30分
④午後３時
⑤午後３時30分～

１．問診
２．サリバスターテスト
３．歯科診察
４．ブラッシング指導

平成20年
１月15日㈫～ 25日㈮

１月31日㈭

２月１日㈮
谷和原保健福祉センター

２月２日㈯

※負担額などについては、市健康管理予定表をご覧ください。

■子宮がん・乳がん検診のお知らせ
●集団検診

検診日 会　場 申　込　期　間 検　診　内　容

平成20年１月26日㈯ 伊奈保健センター
平成20年
１月７日㈪ ～１月11日㈮

子宮がん検診：頸
けい

部細胞診
乳がん検診：超音波・マンモグラフィ
※年齢によって検診内容が変わります。　　　 ２月16日㈯ 谷和原保健福祉センター １月 2 8日㈪ ～２月１日㈮

※健診内容・負担額については、市健康管理予定表をご覧ください。
※乳房の痛み・しこりなどの自覚症状のある方は、直接医療機関で受診してください。

●医療機関検診
　登録医療機関で子宮がん・乳がん検診を受けられる受診券を発行します。
　　※平成19年度から、筑波学園病院での子宮がん医療機関検診は、病院側の都合により実施できなくなりました。

★発行期間　平成20年２月29日㈮まで（土・日・祝日を除く）　午前８時30分～午後５時15分
★有効期間　発行日から平成20年２月29日㈮まで
★申込方法　登録医療機関に予約後、谷和原保健福祉センター・伊奈保健センター窓口へお越しください。
　　　　　　※検診内容・登録医療機関・負担金については、健康増進課へお問い合わせください。

◆成人歯科検診、子宮がん・乳がん検診（集団検診）申込方法◆
申 込 方 法：①申込受付専用電話　☎ 2

にっ

5
こり

 - 2
つく

9
ば

8
みらい

3
　　　　　　　②谷和原保健福祉センター・伊奈保健センター窓口
　申込受付時間：午前９時～午後５時
※上記以外の方法による受け付けは一切行いません。また、同一世帯のご家族以外の申し込み受け付けはできません。
※受付開始30分は、電話が集中し、大変かかりにくくなっています。ご了承ください。
※申し込み受け付けの際、「検診項目」「氏名」「住所」「生年月日」「電話番号」をお聞きします。
※申込期間中であっても、定員になり次第締め切らせていただきます。
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保健だより　健康増進課

■ノロウイルス（小型球形ウイルス）にご用心！
　ノロウイルスが原因でおう吐・下痢を起こす人が増えています。特にこれから
の冬季に多く発生します。ノロウイルスは口から体内に入り感染します。日ごろ
から、外出後・調理前・食事前・トイレ後などには、必ず石けんで手を洗う習慣
を身につけ感染を予防しましょう。

●感染の原因
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　①ウイルスに汚染された二枚貝などを、生あるいは十分に加熱しないで食べた。

　②食品を取り扱う人（家庭で調理を行う人も含まれます）が感染していて、その人を

　　介して、ウイルスで汚染された食品を食べた。

　③患者のふん便・おう吐物から二次感染した。

●ノロウイルスに感染すると？

　潜伏期間（感染してから発症するまでの時間）は約12 ～ 48時間、主な症状はおう吐・下痢・腹痛で、発熱は軽度です。

ノロウイルスは、何度も感染します。症状が消えても数日、長い人で１か月近く、ウイルスがふん便とともに排泄されます。

　子どもやお年寄りなど抵抗力の弱い人は注意してください。

※もし、おう吐や下痢などの症状があれば、早めに医療機関で受診しましょう。

●ノロウイルス感染の予防や拡大を防ぐ方法

　①とにかく石けんで手をよく洗う

　②患者のふん便・おう吐物には直接触れない。

　※患者のふん便・おう吐物には大量のウイルスが含まれています。

　　使い捨て手袋やマスクをつけて処理をしてください。

　③汚染された場所や衣類などを消毒する。

　④カキやアサリなど二枚貝の加熱処理（中心部で85℃以上で１分以上）を徹底する。

●消毒方法の目安

　①熱湯あるいは蒸気消毒・・・85℃以上で１分以上

　②塩素系消毒剤（次亜塩素酸ナトリウム）・・・０．０２％（食器、衣類の消毒）または０．１％（糞便、おう吐物の処理）　

　　に薄めた液に約10分

　※家庭用の漂白剤で代用する場合は、２００倍程度に薄めて使用する。

　※塩素系消毒剤を使って、手指など体の消毒をすることは絶対にしないでください。

　　また、塩素系消毒剤に酸性物質を混ぜると有毒ガスが発生し、大変危険ですので注意してください。

■予防接種・乳児医療機関委託健診の協力医療機関が追加になりました！
　11月１日から、次の医療機関が高齢者インフルエンザ予防接種・乳幼児予防接種（ＢＣＧは除く）・乳児医療機関委託健診

の協力医療機関に追加になりました。

　　　　　　　　みらい平クリニック（陽光台３丁目１３８－７）
　　　　　　　　　☎３８－４０２３（クリニック）
　　　　　　　　　☎４７－２２８８（予約専用）
　　　　　　　　　※必ず事前に電話などでご予約ください。

◆問い合わせ先
　健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100）
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平成 20年１月保健カレンダー
５ 土 健康増進室利用講習会　午後１時30分～

９ 水

移動健康相談　午前９時30分～ 11時30分
　場所：きらくやますこやか福祉館
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

健康増進室利用講習会　午後６時30分～
10 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～
11 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
12 土 健康増進室利用講習会　午前９時30分～

15 火

ひよこ広場　午前10時～ 11時30分

　場所：谷和原公民館
育児相談（予約制）　午前９時～ 11時30分

　場所：谷和原保健福祉センター

健康増進室利用講習会　午前９時30分～
16 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

17 木

離乳食教室(予約制）　   ①午前10時～ 10時50分

　　　　　　　　　　　②午前11時～ 11時50分
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

18 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
20 日 健康増進室利用講習会　午後６時～

22 火

健康相談（予約制）　午前９時～ 10時30分
　場所：伊奈保健センター
こころの健康相談（予約制）午後１時30分～
　場所：伊奈保健センター

23 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

24 木

３～４か月児健診　午後１時～２時
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成19年９・10月生
健康増進室利用講習会　午後１時30分～

ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～
25 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

26 土 婦人科検診（予約制）　正午～
　場所：伊奈保健センター

29 火
３～４か月児健診　午後１時～２時
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成19年９・10月生

30 水
成人歯科検診（予約制）　午後１時30分～
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

31 木
成人歯科検診（予約制）　午後１時30分～
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

＜健康増進室利用について＞
●場 所　谷和原保健福祉センター
●対 象 者　健康増進室利用講習会を受講された方
●使 用 料　100円（免除制度あり）

※健康増進室利用講習会について
　「運動機器の取り扱い方や体力測定」などを行います。
健康増進室は、この講習会を受講された方のみご利用いた
だけます。事前の申し込みが必要になります。
　講習会に来られる方は、室内運動靴・運動しやすい服装・
汗ふきタオルなどをご持参ください。
●対 象 者　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定 員　各日とも８人（※予約制）
●申込方法　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで、
　　　　　　電話または窓口で直接お申し込みください。
　　　　　　申し込みは本人、家族のみです。☎ 25 - 2100
●申 込 日　月～金曜日（土・日・祝日を除く）の午前８
　　　　　　時30分～午後５時15分
　　　　　　（12月26日㈬～）
※ミニ教室について
　健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
予約ができます。（申込方法・申込日は講習会と同じ）
●定 員　各日とも17人（※予約制）
　　　　　　　※定員になり次第締め切り
●参 加 費　１００円（増進室利用料として）
☆詳しくは健康増進課までお問い合わせください。
　申し込み先　健康増進課　☎ 25 - ２１００

保健だより　健康増進課

★健康増進室の利用時間
　・火～土曜日：午前９時～午後９時
　・日　曜　日：午前９時30分～午後８時
　※月曜日、12月29日㈯～平成20年１月３日㈭
　　は休室になります。
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休日当番病院（平成 20 年１月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

１月１日㈫ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333
２日㈬ 水 海 道 さ く ら 病 院 常総市 0297-23-2223
３日㈭ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311
６日㈰ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341
13日㈰ 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551
14日㈷ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341
20日㈰ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111
27日㈰ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311

小児科救急当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

くみとり（平成 20 年１月）

日
曜
日

収　集　区　域
関東商事（株）

☎029-836-3007
（株）シイナクリーン

☎58-3566
１ 火 － －
２ 水 － －
３ 木 － －

４ 金 － 東栗山、城中、伊丹、小張、高波、愛高、高野台

５ 土 － －
６ 日 － －
７ 月 野堀、伊奈東 福原、上島、中島、下島、小張、高波、愛高、高野台
８ 火 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、出山、赤松、小島新田
９ 水 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、出山、赤松、小島新田
10 木 狸穴、伊奈東 福田地区、出山、赤松、小島新田
11 金 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口、高岡、大山

12 土 － －
13 日 － －
14 月 － －
15 火 大和田、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口
16 水 大和田、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口
17 木 大和田、伊奈東 上平柳、中平柳、下平柳
18 金 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
19 土 － －
20 日 － －
21 月 板橋、上街道 弥柳、山谷、狸渕
22 火 板橋 長渡呂、長渡呂新田、青木
23 水 板橋 青古新田、豊体
24 木 板橋 －
25 金 南太田 －
26 土 － －
27 日 － －
28 月 南太田 －
29 火 南太田 －
30 水 南太田 －

31 木 南太田 －

飼えなくなった犬猫の引取日
　日　　時　平成20年１月８日㈫
　　　　　　午後１時～１時20分
　場　　所　伊奈庁舎前駐車場
　問合せ先　伊奈庁舎生活環境課
　　　　　　☎ 58 - 2111（内線1123）※谷和原地区のくみとりは、㈱シイナクリーン☎ 48‐2336になります。

つくばみらい市社会福祉協議会
心配ごと相談（平成20年１月）
　日　程
　 １月８日㈫　法律相談（弁）…保健福祉センター
           15日㈫　法律相談（弁）…すこやか福祉館
　　    16日㈬　心配ごと相談…すこやか福祉館
 　　　　　　　　　　　　　　保健福祉センター
           22日㈫　法律相談（弁）…保健福祉センター
　　　29日㈫　法律相談（弁）…すこやか福祉館

　法律相談（弁）
　　弁護士による相談（要予約）午後１時～４時
　心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時
　予約・問合せ先
　　㈳つくばみらい市社会福祉協議会
　　　（すこやか福祉館内）
　　　☎ 57 - 0123

行政相談

　日　時　　平成20年１月17日㈭
　　　　　　午後１時30分～３時30分
　場　所　　谷和原保健福祉センター　会議室

　　また、随時相談を受け付けています。
　問合せ先　行政相談委員

　　今
いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎ 52 - 2525　筒戸1749 - 1

　　相
あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎ 58 - 0676　下平柳828 - 3

教育相談
　家庭教育や子育てに関すること・カウンセリ
ングなど何でも結構です。ご利用ください。
訪問相談のほか、電話相談も受け付けています。
※平成20年１月１日㈫、３日㈭、８日㈫の相談
　はお休みです。

　●伊奈公民館
　日　時　毎週木曜日　午前９時～正午

　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）
　●小絹コミュニティセンター
　日　時　毎週火曜日　午前９時～午後５時

　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）

　「道路の案内標識が見えにくい」「郵便ポストが

近くにない」など毎日の暮らしの中で、困ってい

ることはありませんか？ぜひご相談ください。
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水道漏水修理当番（平成20年１月）
　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番になっ
ていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 火 いなほ工業㈱ 58 - 0382 塚本建設工業㈱ 52 - 3681

２ 水 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈱豊島産業 52 - 3335
３ 木 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲福新設備工業 52 - 5011
４ 金 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲川口商事 52 - 3286
５ 土 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲片見設備工業 52 - 5804
６ 日 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常陸管工 52 - 5579
７ 月 いなほ工業㈱ 58 - 0382 谷原建設㈱ 52 - 2298
８ 火 松本工業㈱ 58 - 2187 谷口設備工業 52 - 2619
９ 水 成島建設㈱ 58 - 1131 常磐興業㈱ 52 - 2203
10 木 中村建設㈱ 58 - 1717 常総土木工業㈱ 52 - 5357
11 金 ㈱山田組 58 - 2351 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
12 土 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 ㈱豊島産業 52 - 3335
13 日 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲福新設備工業 52 - 5011
14 月 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈲川口商事 52 - 3286
15 火 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲片見設備工業 52 - 5804
16 水 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 常陸管工 52 - 5579
17 木 伊奈工業㈱ 58 - 6168 谷原建設㈱ 52 - 2298
18 金 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 谷口設備工業 52 - 2619
19 土 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常磐興業㈱ 52 - 2203
20 日 成島建設㈱ 58 - 1131 常総土木工業㈱ 52 - 5357
21 月 松本工業㈱ 58 - 2187 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
22 火 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈱豊島産業 52 - 3335
23 水 中村建設㈱ 58 - 1717 ㈲福新設備工業 52 - 5011
24 木 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲川口商事 52 - 3286
25 金 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 ㈲片見設備工業 52 - 5804
26 土 原信田建設㈱ 58 - 0018 常陸管工 52 - 5579
27 日 中村建設㈱ 58 - 1717 谷原建設㈱ 52 - 2298
28 月 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 谷口設備工業 52 - 2619
29 火 伊奈工業㈱ 58 - 6168 常磐興業㈱ 52 - 2203
30 水 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常総土木工業㈱ 52 - 5357
31 木 いなほ工業㈱ 58 - 0382 塚本建設工業㈱ 52 - 3681

火災・救急統計

●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

11月分
　1件
　0件

0件
1件

　11月分
15件
73件

　18件
106件

19年分
10件

　11件
3件

24件
　19年分

203件
786件

　308件
1,297件
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日
～
11
月
30
日
）

　　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報

公
開
し
ま
す
。

１
日
㈭
＝
庁
議

２
日
㈮
＝
総
合
計
画
策
定
委
員
会

３
日
㈯
＝
文
化
祭

４
日
㈰
＝
文
化
祭
、
市
民
卓
球
大
会

５
日
㈪
＝
市
町
村
総
合
事
務
組
合
先
進
地
視
察

６
日
㈫
＝
市
町
村
総
合
事
務
組
合
先
進
地
視
察

７
日
㈬
＝
伊
奈
地
区
民
生
委
員
会

８
日
㈭
＝
Ｊ
Ａ
茨
城
み
な
み
女
性
部
長
来
訪

９
日
㈮
＝
常
総
広
域
事
務
組
合
管
理
者
会

10
日
㈯
＝
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
開
会
式

11
日
㈰
＝
防
火
パ
レ
ー
ド

12
日
㈪
＝
谷
和
原
地
区
民
生
委
員
会

13
日
㈫
＝
取
手
下
水
道
組
合
管
理
者
会
議

15
日
㈭
＝
商
工
業
振
興
協
議
会

16
日
㈮
＝
知
事
に
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
米
Ｐ
Ｒ

17
日
㈯
＝
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

18
日
㈰
＝
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
城
山
の
里 

　
　
　
　

ま
つ
り

19
日
㈪
＝
消
防
団
退
職
者
表
彰
式

20
日
㈫
＝
地
方
自
治
法
施
行
60
周
年
記
念
式
典

21
日
㈬
＝
取
手
下
水
道
組
合
議
会
定
例
会

22
日
㈭
＝
火
葬
場
組
合
議
会
臨
時
会

23
日
㈮
＝
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
デ
ー

25
日
㈰
＝
菊
花
会
表
彰
式
、
行
政
協
力
員
研
修
会

29
日
㈭
＝
市
営
住
宅
暴
力
団
排
除
協
定
書
調
印
式

30
日
㈮
＝
つ
く
ば
市
制
20
周
年
記
念
式
典

１月の納税など
国 民 健 康 保 険 税　　　第 ８ 期
市 県 民 税　　　第 ４ 期
保 育 料　　　１ 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　１ 月 分
水道使用料（伊　奈）　　　１ 月 分
水道使用料（谷和原）　　　小絹・十和
下 水 道 使 用 料　　　小 絹
農 集 排（ 伊 　 奈 ）　　　１ 月 分
農 集 排（ 谷 和 原 ）　　　12・１月分
コミプラ（伊　奈）　　　１ 月 分
住 宅 使 用 料　　　１ 月 分
地 　 代（ 伊 　 奈 ）　　　１ 月 分

　☆納期限は平成20年
　　　　　　１月31日㈭です。

※「現在人口・世帯数」は、表紙の
　下部に掲載しています。
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市の花
なのはな

市の木
さくら

市の鳥
ひばり

つくばみらいの

学校紹介
第７回～谷和原中学校～

総体選手壮行会の様子

　 平成19年４月９日、谷和原中学校第40回の入学式を行いました。新入生55人を新た

に迎え、生徒２１４人、職員20人の計２３４人のメンバーで新年度がスタートしました。

　学区内には、谷原小学校、十和小学校、福岡小学校を擁し、小貝川にかかる桜の名所

福岡堰や緑あふれる田園地帯に囲まれ、生徒たちは、穏やかな雰囲気の中で学校生活を

送っています。

　学年学級は、１年生が２クラス、２年生が３クラス、３年生が２クラス、特別支援が

１クラスの全８クラスです。

  １年生から３年生までほとんどの生徒が加入している部活動は、野球部、男子バスケッ

トボール部、女子バスケットボール部、男子バレーボール部、女子バレーボール部、ソフトテニス部、吹奏楽部、美術部の合

計８つの部があります。生徒数の関係から決して十分な部員数とはいえませんが、６つの運動部と吹奏楽部は県南大会から県

大会をめざし、美術部は、文化祭での作品発表や各種作品展への出品を目標に熱心に取り組んでいます。

　部活動や学習などの学校生活全般を通して、①学習意欲に富み、判断力のある生徒の育成②こころ豊かな思いやりのある生

徒の育成③心身ともにたくましくねばり強い生徒の育成④強い意志をもち、正しいことを実行できる生徒の育成をめざしてい

ます

　具体的には、４つのプロジェクトと開かれた学校の取り組みを行い、教育目標の実現に向けて努力しています。

知のプロジェクト： ☆個別指導や選択教科指導の充実により、基礎・基本の定着を図る授業づくり

                                 ☆少人数指導や問題解決的学習、コンピュータの活用など多様な学習指導

                                 ☆聞く・話す態度や家庭学習の習慣化など自主的に学習に取り組む態度の育成

徳のプロジェクト： ☆「心のノート」の活用などでの道徳教育の充実

                                 ☆規範意識を高め、好ましい人間関係づくりと心の居場所づくり

                                 ☆障害のある人への理解と社会的自立の支援

体のプロジェクト： ☆健康・安全に関する意識づけと自己管理能力の育成

                                 ☆体育的行事や部活動などの計画的運営や実践を通しての体力の向上

                                 ☆健康教育や安全教育の実践に基づいた、生命を尊重する態度の育成

意のプロジェクト： ☆あいさつ運動など生徒主体の生徒会活動の活性化や生徒を生かす

                                     学校行事の充実

                                 ☆職場体験学習による自己理解や正しい職業観の育成

                                 ☆クリーン作戦や愛校作業などに最後まで粘り強く取り組む態度の育成

開かれた学校：   ☆学校説明と学校評価による開かれた学校づくり

                                 ☆公開授業の実施（ＰＴＡ総会、期末ＰＴＡでの授業参観、体育祭、穂緑祭の公開）

                                 ☆親子奉仕作業、親子資源物回収（中学校区からの協力）

　10月26日には、市教育研究会からの３年間の指定を受けた研究発表会を行いました。

　当日は、市内の先生方をはじめ、県南地区の小学校・中学校の先生方あわせて約１２０人を

お迎えして、全クラスの授業や帰りの会の様子を見ていただきました。研究会に参加された先

生方からは、「生徒が落ち着いて授業に取り組んでいる。」「授業に参加している生徒の目が生き

生きとしている。」「３年生の合唱は本当に感動しました。」など、素晴らしい評価をいただき

ました。

　研究テーマを「一人一人の主体性を育て、確かな学力の向上をめざす指導の在り方」として、

取り組んでまいりましたが、これからも更に向上していけるように職員生徒共々、気を引き締

め直して頑張っていきます。    　
発表会の３年１組合唱


